
第1回 アンケート結果（入所）

LIFE活用支援委員会



１．回収結果

正会員施設数 161施設

 アンケート回答 104（内 2つ回答が1施設、5つ回答が1施設、10回の回答
が1施設）

 回収率55.9%
※施設名公表 54施設（開示率33.5%）

有効回答「90」とした



質問1．電子カルテは使用していますか？

超強化型 強化型 加算型 従来型 その他型 計

施設数 42 2 9 10 0 63

LIFE取得種類数の平均 5.6 2.5 3.5 3.6 0 4.9

超強化型 強化型 加算型 従来型 その他型 計

施設数 17 4 7 9 1 38

LIFE取得種類数の平均 4.4 3.0 3.4 2.3 0 3.5

「はい」

「いいえ」

 導入している方が積極的に算定しているイメージ

⇒電カル導入施設の方が、導入していない
施設よりも平均して1.4種類多く算定できて
いる。

電カルは有効の可能性ある。



質問2．どの老健区分ですか？

超強化型 強化型 加算型 従来型 その他型 計

施設数 59 6 16 19 1 101

LIFE取得種類数の平均 5.3 2.8 3.5 3.1 0 4.3

 超強化型＞強化型＞加算型＞従来型＞

 その他型 の順で積極的に算定してい
るイメージ

⇒LIFE算定の種類数は、超強化型
が特出しているが、それ以外で
は

加算型＞従来型＞強化型＞その
他型 の順だった。



質問3． LIFE（科学的介護推進体制）加算のうち
何かを取得していますか？

超強化型 強化型 加算型 従来型 その他型 計

施設数 59 6 16 19 1 101

LIFE取得種類数の平均 5.3 2.8 3.5 3.1 0 4.3

⇒LIFEを算定している施設は、1施設当たり平均して4.3種類。



質問4．最初に取得したLIFE加算の時期を教えて下さい。
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2021年 2022年 2023年 2024年

64 7 9 3 83

77.1% 8.4% 10.8% 3.6%

⇒大部分が2021年（初年）内に算定開始している。



質問5． LIFE加算を入力している職種を教えてください。
（複数回答可）

 ・リハマネ→68％がリハ職。

 ・褥瘡マネ→39％が看護職、20％が介護職。

 ・排泄支援→35％が介護職、25％が看護職。

 ・自立支援→24％が介護職、17％がリハビリ職、16％が看護職、16％がケアマネ。

 ・科学→介護、リハ、看護、相談、ケアマネ、管理栄養士・栄養士の順に入力している職種が多く、

 いずれの職種も13％以上。

 ・栄養強化→74％が管理栄養士・栄養士。

 ・口腔衛生管理→26％が歯科医師、18％が看護、18％が介護。

 ・かかりつけ→27%が看護、22%が医師、22%が相談員。

どの加算でも最低7職種以上が入力をしている。



問６．LIFE加算を入力している役職者の数を教えて下さい。
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 データや内容の把握が出来
ているのが管理者になって
いる？

 ⇒一定数役職者が関りを持っ
ている。

 8名以上の関わりが最も多く、
23%となっている。



質問7．フィードバック会議は活用できていますか？

・67.4％がフィードバック会議を
活用できていないと感じている。



質問8．フィードバック会議の実施頻度を教えてください。

・43％は会議自体も行っていない。



問9．フィードバック会議に参加している人数を教えて下さい。

6名以上で行っている施設が64%
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問10．フィードバック会議に参加している職種を教えてくださ
い。（複数回答可）

・看護・介護・リハ・栄養士・ケアマネ・相談員が80%以上。



・フィードバック会議に悩みを抱えている施設は多いと感じる。
そもそもフィードバック会議の必要性及び重要性も感じていないか

もしれない。
フィードバック会議や活用を気にして、算定していない施設もある

と感じる。
（問12から52％以上が会議や活用が課題と回答をしている）



問11. LIFE加算で取得予定の加算はありますか？(複数回答可）

 ・45％が今後も取得予定はなし。

・リハマネは20％と取得予定が低い事から多くの施設が算定していると考える。
・口腔衛生やかかりつけ医、栄養強化も算定率は低いが自社で完結できないことや配置要件
から予定もないと考える。

・褥瘡・排泄・科学・自立が25%以上の取得予定であり、最初に目指す加算と考えている
施設が多い印象を受ける。



問12. LIFE加算を取得するための課題は何だと感じますか？
（複数回答可）

・入力に要する労力が最も多く、77.1%。

・入力システムの理解も54%以上。

・フィードバック会議の運営が52%、活用が60%以上。

・フィードバックを含む活用方法例や内容等の情報発信が一番多い（54.7％）
・労力削減に関する情報発信が続いて多い（23.8％）

問13. 道老健協LIFE活用支援委員会に期待することを教
えてください。
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